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　まず第 1 章では、Mission Drift、つまり組織がもつ独自のミッションから漂流
する危険性は、すべての組織に共通した課題であることを説く。航海に出るすべて
の船舶には荒波に遭遇し漂流するリスクと共に、そのリスクを回避するための安全







































Drift を引き起こす最大の原因であることを指摘する。創設から 100 年以上を経た



























な取り組みを、国際的な援助団体である World Relief や、民間企業の Chick-fil-A
等の事例から明らかにする。

































の信頼を失い、結果として Mission Drift を引き起こすと著者等は警告する。キリ
スト教信仰をそのアイデンティティの基盤に据える組織にとっては必読の箇所だ。
　本書の多くの章では、キリスト教信仰を基盤とした組織内部における Mission 
























































そ、なぜ今、そしてこれからも Mission Drift が問われなければならないのかを、
FBOs が直面する社会・経済情勢の変化と併せながら、マクロ的な観点からも論じ
られる必要があろう。
　以上、本書に向けられた批判的考察を踏まえつつも、社会全体に果たし得る
FBOs の新たな役割を提示するうえで有用な情報と分析内容を含む本書の価値は計
り知れないものである。本書をきっかけに、FBOs 研究の領域がアメリカのみなら
ず、日本、そして国際的な FBOs によるサービスの受益者側に置かれる傾向が多
かった発展途上国へと、グローバルに広がることを期待するものである。
